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研究の概要（４行以内） 
宮内庁書陵部蔵家分け本・陽明文庫本など天皇家や公家の文庫に収蔵されて来た(いる)史料群
に目録情報を付したデジタル画像の Web 公開や京都御所関係資料の高度利用化により、古典籍
の利用環境を大幅に改善し、古典研究の再生に寄与すると共に、日本目録学の進展・体系化と
国際発信を図りながら、前近代日本の「知」の体系である文庫の構造や書物の伝来を解明する。 

研 究 分 野：日本史 

キ ー ワ ー ド：日本目録学、日本古典学、禁裏(天皇家)文庫、公家文庫、Hi-CAT Plus、

書陵部所蔵家分け本の Web(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ)公開、九条家本、伏見宮家本、東山御文庫本、柳原家本、

中井家文書、『新訂増補日本古代人名辞典』、前近代の「知」の体系、文庫論、書物史、宝蔵 

１．研究開始当初の背景 
日本古典学を取り巻く研究環境は厳しいも
のがあるが、1998 年度からの過去 4回 17 年
間に及ぶ大型科研費(基盤研究(S)・(A)2 回・
学術創成)による天皇家(禁裏)・公家文庫の
目録学的研究により、東京大学史料編纂所閲
覧室で宮内庁書陵部図書寮文庫所蔵本・京都
御所東山御文庫本・陽明文庫所蔵近衛家本等
のﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像の閲覧公開を実現してきた。し
かし「公開」と言えば Web 公開を指すように
なった状況下で、その集大成として、書陵部
所蔵家分け本等の Web 公開を中心とし、古典
籍・古文書の高度利用化と定着しつつある日
本目録学の進展を目指す PJ を思い立った。 
２．研究の目的 
(1)書陵部等所蔵の禁裏・公家文庫収蔵史料
約 100万画像(ﾒﾀﾃﾞｰﾀ付き)を既存の公開ｼｽﾃﾑ
を改良して Web 公開、(2)東山御文庫本及び
京都御所・同離宮所蔵歴史・文学・建築・美
術・庭園等の学術資料の高度利用化、(3)日
本目録学の基盤を固め浸透させる為の、家ご
との文庫史・蔵書目録・研究論文等の体系化
とその総体の提示及び国際発信、(4)日本古
典学振興の為の DB・研究支援工具の作成と研
究者・市民向け古典学の公開講座の継続。以
上四点の研究を通じ、古典学の研究環境を大
きく改善し、研究者に希望を与える新しい史
資料や研究視角を提供すると共に、文庫や書
物群を中心とした前近代日本の「知の体系」
の構造と伝来を通時的・共時的に解明する。 

３．研究の方法 
(1)史料編纂所の従来の所内閲覧ｼｽﾃﾑである
Hi-CAT Plus を Web 公開可能なｼｽﾃﾑに改修し、
天皇家・公家収蔵家分け史料のﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像約
100 万画像を Web 公開する。(2)史料編纂所で
公開中の東山御文庫本の全容の解明を試み、
同本ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像と侍従職所蔵『東山御文庫目
録』や近世禁裏文庫の蔵書目録との対応関係
を解明したり、同別置本のﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像の撮影
を推進したり、近世京都御所造営史料のﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙ画像を蒐集する等、京都御所・離宮関係の
学術資料の高度利用化を促進する。(3)日本
目録学の基盤固めをするため、高松宮家・近
衛家の文庫の近代の蔵書形態を示す資料の
提示や 1945 年に焼失した近世一条家文庫の
研究、中世の天皇家の宝蔵と「宝蔵絵」目録
の研究を行うなどして、禁裏・公家の文庫ご
との研究の深化や体系化をし、日本目録学の
総体を提示し、更に国際発信も行う。(4)日
本目録学の成果を応用した日本古典学振興
の為の DBとしての古代史最大の研究工具『日
本古代人名辞典』の大幅な増補改訂を行い、
宮内公文書館管轄「特定歴史公文書」内の『天
皇皇族実録』を DB 化するなど、研究支援工
具等の作成を行い、更に禁裏・公家文庫収蔵
の未翻刻史料の研究・公刊を促進し、研究者
や市民向け古典学の公開講座である「陽明文
庫講座」「岩瀬文庫講座」などを継続する。 
４．これまでの成果 
(1)史料編纂所DBであるSHIPSのHi-CAT Plus



より、書陵部図書寮文庫所蔵「家分け本」（伏
見宮家本・桂宮家本・九条家本・柳原家本・
三条西家本・壬生家本[函号 F９]・平田家本・
白川家本・続群書類従本）約 56 万画像を 2020
年 3 月 3日より Web 公開した。 
(2)公益財団法人陽明文庫所蔵「一般文書目
録」記載資料(宸翰類))の画像ﾃﾞｰﾀ約 5 千点
の試験公開を同文庫 HP の「陽明文庫デジタ
ルアーカイブ」より開始した 
(3)『皇室の至宝 東山御文庫御物』1～5(毎
日新聞社 1999・2000 年)の為に撮影された
に 4×5 ｶﾗｰﾌｨﾙﾑ約 2千枚をﾃﾞｼﾞﾀﾙ化し、Excel
の対照表も作成した。東山御文庫本図面類の
高精細ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像(369 ｺﾏ)を初めて蒐集した。
東山御文庫別置本『お湯殿上日記』のﾃﾞｼﾞﾀﾙ
画像約 2万ｺﾏを蒐集した。 
(4)書陵部所蔵内匠寮京都出張所旧蔵中井家
本のうち、平井聖編『中井家文書の研究』１
～10（中央公論美術出版 1976～85 年）の為
に撮影された図面類の 4×5 ﾓﾉｸﾛﾌｨﾙﾑからﾃﾞ
ｼﾞﾀﾙ画像 2,344 点を蒐集した。同中井家本の
うち「安政度造営関係資料（帳簿類」」をﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙ撮影し、8,378 画像を蒐集した。 
(5)京都などに所在する天皇や皇族の陵墓の
石塔を実測した書陵部蔵「陵墓石塔実測図」
528 枚をｽｷｬﾆﾝｸﾞして蒐集した。 
(6) 仁和寺所蔵「絵目録」など「宝蔵絵」の
目録の研究や、近世一条家文庫の歴史や。一
条兼輝の学問・収書に関する研究を行った。 
(7)京都大学総合博物館蔵壬生家文書 1,139
点の目録入力・点検作業を行なった。 
(8)高松宮家本の旧蔵形態示す「高松宮家蔵
書目録一覧」、近衛家本の旧蔵形態を示す「東
北大学附属図書館狩野文庫所蔵「近衞家蔵書
目録」」をそれぞれ公刊した。 
(9)『飛鳥宮跡出土木簡』（奈良県立橿原考古
学研究所 2019 年）の刊行を支援し、古典学
研究支援ﾂｰﾙの作成として、天応年間[781・
782 年]迄の古代人名を網羅する『日本古代人
名辞典』1～7の増補改訂版の原稿の修正、新
出木簡など出土文字資料や「正倉院文書」・
「正倉院宝物銘文」に見える古代人名に関し
て、悉皆蒐集を行い、約 3万件を超える原稿
の作成・入稿を終了し、2019 年度末現在、「あ」
～「わ」までの再校ｹﾞﾗが出揃った。『新訂増
補日本古代人名辞典』上・中・下(吉川弘文
館)の 2021 年度内刊行を目指している。 
(10)学界待望の『陽明文庫本 勘例』上（岩
波書店 2018 年）・『新訂増補 弁官補任』第
一（八木書店 2020 年）を刊行した。 
(11)陽明文庫設立 80 周年記念特別研究集会
(2018 年)、「陽明文庫講座」、「禁裏・公家文
庫講座」、「岩瀬文庫講座」など研究者・市民
向け公開講座を開催し、「図録」も刊行した。 
５．今後の計画 
(1) Hi-CAT Plus による Web 公開を安定的に
維持し、2020 年度には西尾市岩瀬文庫蔵柳原
家本・山口県立山口図書館蔵今井似閑本・書

陵部所蔵近世公家日記類等のﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像を
加え、2021 年度末までに天皇家・公家文庫収
蔵史料約 100万ｺﾏのﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像公開を目指す 
(2)書陵部蔵中井家本のうち、「寛政度御所造
営関係史料(簿冊)約 3万 2千ｺﾏをﾃﾞｼﾞﾀﾙ撮影
し、未整理だった中井家本の全容を把握する。 
(3)遅くとも 2021 年度迄に、古代史研究の最
大の研究工具である『日本古代人名辞典』1
～7 を大幅に増訂した『新訂増補日本古代人
名辞典』上・中・下(吉川弘文館)を刊行し、
新訂増補作業で見出した、古代人名に関する
研究成果をまとめた論文集を刊行する。 
(4)『大日本史料』2編・3編未刊部分に相当
する『天皇皇族実録』を善本に基づいて入力
する。天皇家・公家文庫収蔵の摂関・院政期
の儀式書・日記の翻刻や校訂本を刊行する、
（5)『禁裏・公家文庫研究』第 8 輯、『最終
報告書』、『天皇家・公家文庫の目録学的研究
(仮)』等を刊行し、日本目録学を体系化する。 
(6)天皇家・公家文庫に関する国際研究集会
を開催し、日本目録学の国際発信を行う。 
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